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２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
維
持
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
当
該
都
道
府
県
知
事
等
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
第
十
六
条
の
四
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
六
条
の
五
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
い
う
。」の
下
に
「
第
五
十
一
条
の
二
及
び
第
五
十
一
条
の
三
を
除
き
、」を
加
え
る
。

第
二
章
第
三
節
第
三
款
中
第
五
十
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
）

第
五
十
一
条
の
二

河
川
管
理
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
一
級
河
川
に
設
置
さ
れ
た
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

ダ
ム
又
は
河
川
管
理
施
設
で
あ
る
ダ
ム
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
利
水
ダ
ム
等
」
と
い
う
。）の
洪
水
調
節
機

能
の
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
、
ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
を
組
織
す
る
も
の
と
す
る
。

２

ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

一

河
川
管
理
者

二

利
水
ダ
ム
等
に
係
る
水
利
使
用
に
関
し
第
二
十
三
条
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者

三

関
係
都
道
府
県
知
事

四

関
係
行
政
機
関
、
関
係
市
町
村
長
そ
の
他
の
河
川
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
者

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
を
組
織
す
る
河
川
管
理
者
は
、
同
項
に
規
定
す
る
協
議
を

行
う
旨
を
前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
通
知
に
係
る
協
議
に
応

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
構
成
員
以
外
の
関
係
行
政
機
関
に
対

し
、
資
料
の
提
供
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
つ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
の
構

成
員
は
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
ダ
ム
洪
水
調

節
機
能
協
議
会
が
定
め
る
。

（
都
道
府
県
ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
）

第
五
十
一
条
の
三

河
川
管
理
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
二
級
河
川
に
設
置
さ
れ
た
利
水
ダ
ム
等
の
洪
水
調
節
機
能
の

向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
、
都
道
府
県
ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２

都
道
府
県
ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

一

河
川
管
理
者

二

利
水
ダ
ム
等
に
係
る
水
利
使
用
に
関
し
第
二
十
三
条
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者

三

関
係
行
政
機
関
、
関
係
市
町
村
長
そ
の
他
の
河
川
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
者

３

前
条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
都
道
府
県
ダ
ム
洪
水
調
節
機
能
協
議
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
」と
、「
前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」

と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
八
条
の
十
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

河
川
協
力
団
体
は
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
七
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
河
川
管
理
者
か
ら
協
力
を
要
請
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
要
請
に
応
じ
、
河
川
管
理
者
が
行
う
同

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
援
助
に
関
し
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
五
条
の
三
第
四
項
中
「
に
よ
り
、
都
道
府
県
」
を
「
に
つ
い
て
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ

の
費
用
を
指
定
都
市
が
負
担
す
る
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
」
に
、「
第
一
項
又
は
第
二

項
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
」
を
「
当
該
」
に
、「
に
係
る
部
分
」
を
「
の
区
域
」
に
、「
が
著
し
く
利
益

を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
は
」
を
「
に
つ
い
て
著
し
く
利
益
を
受
け
る
と
き
は
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

（
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
国
土
交
通
大
臣
の
行
う
特
定
維
持
に
要
す
る
費
用
）

第
六
十
五
条
の
四

第
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
特
定
維
持
に
要
す
る
費
用
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
都
道
府
県
等
の
負
担
と
す
る
。

２

第
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
特
定
維
持
に
よ
り
、
前
項
の
費
用
を
負
担
す
る

都
府
県
以
外
の
都
府
県
が
著
し
く
利
益
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
費
用
を
負
担
す
る
都
府
県
は
、
そ
の

受
益
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
都
府
県
が
負
担
す
べ
き
費
用
の
一
部
を
当
該
利
益
を
受
け
る
都
府
県
に
負
担
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
特
定
維
持
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

そ
の
費
用
を
指
定
都
市
が
負
担
す
る
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
（
そ
の
区
域
内
に
当

該
指
定
都
市
が
存
す
る
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
の
区
域
を
除
く
。）に
つ
い
て
著
し
く
利
益
を
受

け
る
と
き
は
、
当
該
指
定
都
市
は
、
そ
の
受
益
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
指
定
都
市
が
負
担
す
べ
き
費
用
の
一
部

を
当
該
利
益
を
受
け
る
都
道
府
県
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
六
十
三
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

国
土
交
通
大
臣
が
第
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
維
持
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
ま
ず
全
額
国

費
を
も
つ
て
こ
れ
を
行
つ
た
後
、
都
道
府
県
等
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都

道
府
県
等
が
負
担
す
べ
き
費
用
に
つ
い
て
、
国
庫
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二

項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
都
道
府
県
が
負
担
す
べ
き
費
用
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
利
益
を
受

け
る
都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
都
道
府
県
等
に
対
し
て
そ
の
費
用
を
支
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
百
条
第
一
項
中
「
の
規
定
」
の
下
に「（
第
十
六
条
の
四
、
第
十
六
条
の
五
、
第
六
十
五
条
の
三
及
び
第
六
十
五

条
の
四
の
規
定
を
除
く
。）」
を
、「
条
例
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
六
条
の
四
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定

都
市
の
長
（
以
下
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
長
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
等
が
統
括

す
る
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
長
が
統
括
す
る
市
町

村
」
と
、「
勘
案
し
て
、
当
該
都
道
府
県
知
事
等
」
と
あ
る
の
は
「
勘
案
し
て
、
当
該
市
町
村
長
」
と
、「
都
道
府
県
知

事
等
に
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
長
に
」
と
、
同
条
第
二
項
、第
十
六
条
の
五
及
び
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
中「
都

道
府
県
知
事
等
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
長
」
と
、
第
十
六
条
の
五
第
一
項
、
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項

及
び
第
六
項
並
び
に
第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
五
項
中
「
都
道
府
県
等
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
」
と
、
第

六
十
五
条
の
三
第
六
項
及
び
第
六
十
五
条
の
四
第
五
項
中
「
受
け
る
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
る
市
町
村
」

と
」
を
加
え
る
。

第
百
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
六
条
の
四
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
六
条
の
五
第
一
項
」
を
加
え
、
同

項
第
二
号
中
「
第
十
六
条
の
四
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
十
六
条
の
五
第
一
項
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
第

十
六
条
の
四
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
六
条
の
五
第
一
項
」
を
加
え
る
。

（
都
市
計
画
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
九

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

一
団
地
の
都
市
安
全
確
保
拠
点
施
設
（
溢い
つ

水
、
湛た
ん

水
、
津
波
、
高
潮
そ
の
他
の
自
然
現
象
に
よ
る
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
お
け
る
居
住
者
等
（
居
住
者
、
来
訪
者
又
は
滞
在
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
拠
点
と
な
る
一
団
地
の
特
定
公
益
的
施
設
（
避
難
場
所
の
提
供
、
生
活
関
連
物
資
の
配
布
、
保
健
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
そ
の
他
の
当
該
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
居
住
者
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
機
能
を
有
す
る
集
会
施
設
、
購
買
施
設
、
医
療
施
設
そ
の
他
の
施
設
を
い
う
。
第
四
項
第
一
号
に
お
い

て
同
じ
。）及
び
公
共
施
設
を
い
う
。）

第
十
一
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

４

一
団
地
の
都
市
安
全
確
保
拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
都
市
計
画
に
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

特
定
公
益
的
施
設
及
び
公
共
施
設
の
位
置
及
び
規
模

二

建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
若
し
く
は
最
低
限
度
、
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
若
し
く
は
最
低
限
度
又

は
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
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